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「
教
養
学
部
長
と
ご
父
母

と
の
懇
談
会
」
報
告

五
月
十
九
日
（
土
）、
本
学
学
生
の
ご
父

母
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

約
二
百
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
父
母
と
学
部
長
と
が
親
し
く

懇
談
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
駒

場
友
の
会
が
、
会
友
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た

新
入
生
の
ご
父
母
を
対
象
に
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
た
も
の
で
、
今
回
は
、
昨
年
に
つ
づ

い
て
第
二
回
目
。

十
時
半
か
ら
十
八
号
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

小
島
憲
道
教
養
学
部
長
に
よ
る
講
演
「
駒
場

の
魅
力
」
が
行
わ
れ
た
後
、
十
一
時
半
か
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
小
島
学
部
長
は
、
自
然
科
学

を
目
指
し
た
ご
自
身
の
少
年
時
代
か
ら
の
思

い
出
を
交
え
な
が
ら
、
教
養
学
部
に
お
け
る

学
生
像
と
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
の
魅
力
に
つ
い

て
熱
く
語
ら
れ
、
ご
父
母
の
方
々
は
興
味
深

そ
う
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
小
島
学
部
長
、

西
中
村
副
学
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
教
員

二
〇
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
者
十
名
ほ
ど
を

引
率
し
て
、
図
書
館
、
講
義
棟
（
一
号
館
、

五
号
館
）、課
外
活
動
施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
北
館
等
）、
美
術
博
物
館
、

教
員
研
究
室
等
に
ご
案
内
し
ま
し
た
。
一
号

館
で
は
時
計
台
の
上
に
お
連
れ
し
、
眺
望
を

楽
し
み
ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
が
十
二
時

三
〇
分
か
ら
、
四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ

二
階
（
生
協
食
堂
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
島
学
部
長
の
挨
拶
、
木
畑
洋
一
前
学
部
長

の
乾
杯
の
あ
と
歓
談
に
移
り
、
そ
の
場
で
指

名
さ
れ
た
ご
父
母
の
方
々
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ

で
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
柏
葉
会
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
、
小

島
学
部
長
と
の
記
念
撮
影
も
あ
っ
て
、
盛
会

の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

駒
場
友
の
会
第
三
回
演
奏
会

駒
場
友
の
会
主
催
に
よ
る
第
三
回
演
奏
会

「
イ
タ
リ
ア
を
巡
る
ピ
ア
ノ
曲
」
が
、
五
月

二
六
日
（
土
）
十
三
時
三
〇
分
よ
り
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
北
館
・
音
楽
実
習

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
昨
年
秋

に
導
入
さ
れ
た
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
・
フ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
・
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
用
い
た
リ

サ
イ
タ
ル
。

演
奏
は
、
東
京
大
学
が
誇
る
国
際
的
ピ
ア

ニ
ス
ト
高
雄
有
希
さ
ん
（
文
学
部
南
欧
文
学

科
三
年
生
）。
駒
場
博
物
館
で
開
催
さ
れ
て

い
た
「
イ
タ
リ
ア
展
」
の
関
連
企
画
と
し
て
、

イ
タ
リ
ア
大
使
館
の
後
援
も
受
け
て
の
演
奏

会
と
な
り
ま
し
た
。

演
奏
会
は
、プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ『
ジ
ャ

ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
』
の
ア
リ
ア
「
私
の
お
父

さ
ん
」（
高
雄
編
曲
）
で
始
ま
り
、
高
雄
さ

ん
の
や
さ
し
い
語
り
を
交
え
な
が
ら
、
ス
カ

ル
ラ
ッ
テ
ィ
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
ソ
ナ
タ
・
ホ
長

調
、
シ
ョ
パ
ン
の
舟
歌
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の

『
ベ
ル
ガ
マ
ス
ク
組
曲
』
か
ら
「
月
の
光
」

と
「
パ
ス
ピ
エ
」、
リ
ス
ト
の
「
ラ
・
カ
ン

パ
ネ
ッ
ラ
」、『
巡
礼
の
年
』
よ
り
「
ダ
ン
テ

を
読
ん
で
」
が
演
奏
さ
れ
、
そ
の
美
し
い
音

色
、
深
い
叙
情
性
、
目
を
見
張
る
テ
ク
ニ
ッ

ク
、
躍
動
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
、
一
同
酔

い
し
れ
ま
し
た
。
鳴
り
や
ま
ぬ
拍
手
に
応
え

て
ア
ン
コ
ー
ル
。
シ
ュ
ー
マ
ン
の
「
ト
ロ
イ

メ
ラ
イ
」、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
音
の
絵
」

op. 

39
─

9
、
最
後
に
、
高
雄
さ
ん
が
五
歳

の
と
き
に
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
に
感
動
し
て
作

曲
し
た
と
い
う
「
パ
ル
テ
ノ
ン
」
が
演
奏
さ

れ
、
終
演
と
な
り
ま
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

（
駒
場
地
区
）」
報
告

東
京
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
八
月

二
日
（
木
）
に
駒
場
地
区
で
行
わ
れ
、
駒
場

友
の
会
は
、
同
伴
の
保
護
者
向
け
の
企
画
と

し
て
、
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ

ザ
北
館
に
て
、
教
養
学
部
に
つ
い
て
の
説
明

会
と
「
学
生
名
手
に
よ
る
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ

の
特
別
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
教
養
学
部
に
つ
い

て
の
説
明
会
は
、
百
名
を
越
え
る
聴
衆
で
満

員
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

演
奏
会
は
、
十
一
時
か
ら
音
楽
実
習
室
に

て
開
催
。
ピ
ア
ノ
高
雄
有
希
さ
ん
と
、
チ
ェ

ロ
磯
野
太
佑
さ
ん
（
経
済
学
部
四
年
生
）
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
磯
野
さ
ん
も
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
優
勝
・
入
賞
歴
の
あ
る
音
楽
家
で

す
。
こ
の
二
人
の
名
手
に
よ
る
演
奏
会
は
、

九
時
半
頃
か
ら
整
理
券
を
求
め
て
の
行
列
が

出
来
、
会
場
は
満
員
と
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
前
半
は
、
ピ
ア
ノ
独
奏

で
、
フ
ォ
ー
レ
の
「
夜
想
曲
」
と
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
の
前
奏
曲
集
第
一
巻
か
ら「
沈
め
る
寺
」

と
「
西
風
の
見
た
も
の
」、
つ
づ
い
て
、
チ
ェ

ロ
と
の
二
重
奏
で
、
グ
ノ
ー
の
「
ア
ヴ
ェ
マ

リ
ア
」、
シ
ョ
ス
タ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
チ
ェ
ロ

ソ
ナ
タ
、サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
の「
白
鳥
」、チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
優
雅
な
ワ
ル
ツ
」。
後

半
は
、
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
の
「
音
の
絵
」、
プ

ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
七
番
と
い

う
豪
華
な
も
の
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
、
シ
ョ
パ

ン
の
夜
想
曲
第
十
三
番
（
ピ
ア
ノ
）、シ
ュ
ー
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マ
ン
の
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ（
チ
ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ
）

で
、
最
後
ま
で
二
人
の
名
演
奏
を
堪
能
し
ま

し
た
。
窓
越
し
に
見
え
る
青
い
空
と
緑
の

木
々
も
美
し
く
、
駒
場
な
ら
で
は
の
至
福
の

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

第
四
回
総
会
報
告

駒
場
友
の
会
総
会
は
五
月
二
六
日
（
土
）

に
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
北

館
二
階
多
目
的
教
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
一
五
時
三
〇
分
よ
り
本
間
長
世
会
長

の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
教
養

学
部
、
一
高
同
窓
会
、
東
京
高
校
同
窓
会
よ

り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。
以
下
、
総
会
の
式

次
第
に
従
い
報
告
し
ま
す
。

（
一
）
二
〇
〇
六
年
度
事
業
報
告

山
本
泰
事
務
局
長
よ
り
以
下
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

①
懇
親
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

六
月
十
日
に
新
入
生
の
父
母
一
二
〇
名
を
お

招
き
し
、「
学
部
長
と
の
懇
談
会
」
を
開
催
。

木
畑
洋
一
学
部
長
の
講
演
「
駒
場
が
若
か
っ

た
頃
、
私
が
若
か
っ
た
頃
」、
キ
ャ
ン
パ
ス

ツ
ア
ー
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
好
評
で
し

た
。
八
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
父
母
と
の
懇
談
会
を
開

き
ま
し
た
。
十
一
月
一
日
に
は
駒
場
友
の
会

主
催
第
二
回
演
奏
会
と
し
て
「
鈴
木
秀
美

チ
ェ
ロ
演
奏
会
」
を
開
催
し
、
バ
ッ
ハ
の
無

伴
奏
チ
ェ
ロ
組
曲
よ
り
三
曲
を
演
奏
。

九
〇
〇
番
教
室
が
ほ
ぼ
満
員
と
な
り
盛
況
で

し
た
。
十
一
月
十
一
日
開
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
イ
で
は
、
北
海
道
演
習
林
長
の
梶
幹

男
教
授
を
お
招
き
し
、「
カ
エ
デ
学
こ
と
は

じ
め
」
と
い
う
題
で
お
話
頂
き
ま
し
た
。　
　

②
会
報
の
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

会
報
を
八
月
（
七
号
）
と
二
月
（
八
号
）
に

発
行
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
「
登

録
団
体
」
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

③
そ
の
他

六
月
十
日
開
催
の
学
部
長
と
の
懇
談
会
で
ご

父
母
の
皆
様
よ
り
頂
戴
し
た
寄
付
金
四
〇
万

円
を
学
部
に
寄
付
し
、
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ザ
南
館
二
階
に
、
絵
画
や
写

真
の
展
示
施
設
「
メ
デ
ィ
ア
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
友
山
本
厚

子
さ
ん
よ
り
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
・
ピ
ア
ノ
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
駒
場
友
の
会
は
調
律

な
ど
を
行
っ
た
上
で
学
部
に
寄
付
し
、
三
月

末
か
ら
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
会
員
・
会
友
数

二
〇
〇
七
年
三
月
末
日
現
在
の
会
員
・
会
友

数
は
次
の
通
り
で
す
。
終
身
会
員
五
六
名
、

会
員
四
一
〇
名
、
会
友
五
八
四
名
。
一
高
同

窓
会
員
一
五
五
名
、
東
高
同
窓
会
員
九
一
名
。

（
二
）
二
〇
〇
六
年
度
決
算
報
告

事
務
局
長
よ
り
決
算
報
告
（
第
四
頁
別
表
参

照
）
が
あ
り
、
宮
川
雅
雄
監
事
よ
り
収
支
決

算
報
告
書
が
適
切
で
あ
る
旨
、
監
査
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

（
三
）
二
〇
〇
七
年
度
事
業
計
画

事
務
局
長
よ
り
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
な
ど
の
開
催

新
入
生
の
父
母
と
学
部
長
の
懇
談
会
（
五
月

十
九
日
）。
第
四
回
総
会
と
高
雄
有
希
ピ
ア

ノ
演
奏
会（
五
月
二
六
日
）。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
（
八
月
二
日
）。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ
で
の
講
演
会
と
イ
ベ
ン
ト
（
十
一
月
十

日
）。
ユ
リ
ア
・
チ
ャ
プ
リ
ー
ナ
ピ
ア
ノ
演

奏
会
（
十
一
月
十
四
日
）。

②
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充　

駒
場
友
の
会
会
報
は
九
号
を
八
月
に
、
十
号

を
二
月
に
発
行
予
定
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

「
団
体
登
録
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る
。

（
四
）
二
〇
〇
七
年
度
予
算
案
の
承
認

今
年
度
予
算
案
（
第
四
頁
別
表
参
照
）
に
つ

い
て
事
務
局
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

費
目
等
の
内
容
は
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す

が
、
会
員
・
会
友
数
の
増
加
に
伴
っ
て
収
入

と
支
出
が
増
え
て
い
ま
す
。

（
五
）
役
員
選
出

本
間
会
長
か
ら
、
理
事
と
監
事
の
交
代
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

教
養
学
部
長
の
交
代
に
伴
い
、
小
島
現
学
部

長
を
木
畑
前
学
部
長
に
代
わ
っ
て
新
理
事
に

任
命
す
る
。
監
事
の
浅
島
誠
教
授
は
東
京
大

学
の
理
事
（
副
学
長
）
に
な
ら
れ
た
た
め
に

退
任
し
、
後
任
に
は
木
畑
教
授
を
選
出
す
る
。

こ
れ
ら
の
議
案
を
審
議
・
承
認
し
、
総
会
は

予
定
通
り
十
六
時
三
〇
分
に
終
わ
り
ま
し
た
。

人
を
呼
ぶ
バ
ラ
に
魅
せ
ら
れ
て

保
田 

龍
夫

三
七
年
間
、
記
者
活
動
を
続
け
た
社
団
法

人
共
同
通
信
社
を
三
年
半
前
に
定
年
退
社
し
、

渋
谷
の
私
立
高
校
で
文
章
表
現
を
教
え
た
り
、

在
宅
で
翻
訳
の
仕
事
を
し
た
り
し
て
い
る
。

教
養
学
科
に
進
ん
だ
の
で
、
在
学
中
の
四
年

間
を
ど
っ
ぷ
り
駒
場
で
過
ご
し
た
。

以
前
の
会
報
で
横
山
勝
雄
氏
も
紹
介
し
て

お
ら
れ
た
が
、「
駒
場
ば
ら
園
」
と
い
う
歴

史
あ
る
バ
ラ
園
が
駒
場
に
あ
り
（
あ
っ
た
と

言
う
べ
き
か
）、
そ
の
歴
史
を
伝
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
駒
場
バ
ラ
会
」
が
昨
年
一

月
、
正
式
に
誕
生
し
た
。
こ
れ
に
首
を
突
っ

込
ん
だ
の
が
縁
と
な
っ
て
横
山
氏
と
知
り
合

い
、
駒
場
友
の
会
の
存
在
を
教
え
ら
れ
た
。

関
東
の
バ
ラ
愛
好
家
の
間
で
は
駒
場
ば
ら
園

の
女
主
人
・
入
澤
嘉
代
さ
ん
（
九
〇
歳
）
は

有
名
な
存
在
で
あ
る
。「
バ
ラ
は
人
を
呼
ぶ

ん
で
す
よ
」
と
い
う
台
詞
が
嘉
代
さ
ん
の
口

癖
で
あ
る
。
同
園
か
ら
東
大
正
門
右
手
の
小

道
に
移
植
さ
れ
た
バ
ラ
管
理
の
世
話
役
を
横

山
氏
か
ら
引
き
継
い
だ
私
に
昨
年
末
、
思
い

が
け
な
い
話
が
舞
い
込
ん
で
き
た
。
東
大
創

立
百
三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
小

宮
山
宏
総
長
が
呼
び
掛
け
ら
れ
た
「
知
の
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
」
整
備
構
想
に
、
応
募
協
力
の

依
頼
が
教
養
学
部
か
ら
内
々
に
あ
っ
た
。

締
め
切
り
が
迫
っ
て
い
た
の
で
会
員
有
志

と
年
始
返
上
で
企
画
書
を
作
成
し
、
一
月
半

ば
に
提
出
し
た
。
梅
林
に
至
る
約
百
三
十
五

ｍ
の
路
地
を
整
備
し
、
歴
史
的
な
人
物
に
ち

な
ん
だ
品
種
な
ど
多
数
を
植
栽
し
、
世
界
の

バ
ラ
育
成
の
歴
史
も
概
観
、
気
持
ち
の
良
い

パ
ー
ゴ
ラ
や
ベ
ン
チ
な
ど
も
配
置
し
て
、
思

索
と
美
の
観
賞
の
場
に
し
よ
う
と
い
う
計
画

だ
。
植
栽
に
使
用
す
る
腐
葉
土
は
学
生
有
志
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組
織
の
「
環
境
三
四
郎
」
か
ら
提
供
を
受
け

る
。
東
大
本
部
か
ら
の
回
答
待
ち
だ
が
、
も

し
実
現
す
れ
ば
世
界
の
ど
の
大
学
に
も
な
い

ユ
ニ
ー
ク
な
空
間
に
な
る
と
自
負
し
て
い
る
。

ご
声
援
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

企
画
書
作
成
の
過
程
で
思
わ
ぬ
こ
と
も
学

ん
だ
。
日
本
で
作
出
さ
れ
た
有
名
な
バ
ラ
に

〝
の
ぞ
み
〞
と
い
う
蔓
性
の
ミ
ニ
バ
ラ
が
あ
る
。

白
に
淡
い
ピ
ン
ク
の
小
輪
の
花
が
無
数
に
咲

き
、
い
か
に
も
希
望
を
象
徴
す
る
こ
の
バ
ラ

の
作
出
に
、
胸
を
つ
く
戦
争
の
悲
話
が
込
め

ら
れ
て
い
た
。
作
出
者
は
埼
玉
ば
ら
会
会
長

も
務
め
ら
れ
た
小
野
寺
透
氏
（
理
学
博
士
、

故
人
）
で
、《
バ
ラ
に
な
っ
た
少
女
》
と
題
す

る
次
の
文
を
残
さ
れ
て
い
る
（
一
部
省
略
）。

「
私
と
仲
の
良
か
っ
た
妹
が
、
牧
師
と
結
婚

し
て
教
会
の
事
業
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
半
年

で
、
そ
の
牧
師
は
知
る
人
ぞ
知
る
南
方
の
激

戦
地
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
へ
出
征
し
た
。
そ
の
時

生
ま
れ
て
く
る
子
供
に
〝
の
ぞ
み
〞
と
名
づ

け
て
行
っ
た
。（
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
で
半
死
半

生
で
生
き
延
び
、
捕
虜
と
し
て
米
軍
の
通
訳

に
な
っ
た
義
弟
は
）
結
局
無
事
帰
国
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
出
征
時
に
名
付
け
た
〝
の
ぞ

み
〞
は
女
の
子
で
、
父
親
の
実
家
が
あ
っ
た

満
州
に
渡
っ
た
。
渡
っ
た
当
時
（
昭
和
一
八

年
頃
）
の
満
州
は
平
和
で
あ
っ
た
が
、
終
戦

後
、
ソ
連
軍
の
侵
入
で
、
女
ば
か
り
の
一
家

の
生
活
は
苦
し
く
な
り
、
先
ず
祖
母
が
亡
く

な
り
、
次
い
で
母
も
亡
く
な
り
次
々
に
家
族

が
死
亡
し
、〝
の
ぞ
み
〞
は
一
人
ぼ
っ
ち
に

な
っ
て
、
近
隣
の
教
会
関
係
の
人
々
に
助
け

ら
れ
暮
ら
し
て
い
た
。

や
が
て
帰
国
の
順
番
が
来
て
、三
歳
の〝
の

ぞ
み
〞
は
一
人
で
帰
国
列
車
に
乗
り
、
は
る

ば
る
長
い
汽
車
の
旅
を
続
け
て
、
日
本
に
着

き
、
や
っ
と
明
日
は
東
京
に
着
く
予
定
が
列

車
の
編
成
の
都
合
で
一
日
延
び
た
。
こ
の
延

び
た
一
日
が
幼
い
女
の
子
に
限
り
な
い
悲
劇

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
延
び

た
日
の
東
京
品
川
に
着
く
二
時
間
前
に
、
長

旅
の
疲
れ
か
〝
の
ぞ
み
〞
は
列
車
の
中
で
息

を
引
き
と
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
父
親
は
品
川
駅
に
、
生
ま
れ
て
は
じ

め
て
の
わ
が
子
を
迎
え
に
行
っ
て
、
未
だ
温

も
り
の
残
っ
て
い
る
我
が
子
〝
の
ぞ
み
〞
を

抱
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
し
て
父
親
は

〝
の
ぞ
み
〞
の
持
っ
て
き
た
二
つ
の
遺
骨
箱

と
一
緒
に
浦
和
の
家
に
帰
っ
て
き
て
、
狭
い

我
が
家
は
一
度
に
三
つ
の
葬
式
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

私
は
昭
和
四
三
年
頃
か
ら
実
生
花
を
作
り

始
め
、
最
初
の
作
出
花
に
私
は
忘
れ
得
ぬ
、

〝
の
ぞ
み
〞
と
い
う
名
前
を
つ
け
た
。」　

「
ピ
ー
ス
」
が
第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
の
年

に
世
界
の
平
和
を
祈
念
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
メ
イ

ア
ン
家
が
作
出
し
た
名
花
で
あ
る
こ
と
は
有

名
だ
が
、〝
の
ぞ
み
〞
も
ぜ
ひ
、
こ
の
「
知
の

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
に
植
え
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
三
八
文
Ｉ
入
学　

四
二
年
教
養
学
科
国
際

関
係
論
分
科
卒
）

ト
レ
ー
ズ
会
と
三
鷹
寮

平
賀 

俊
行

稚
内
高
校
か
ら
東
大
（
文
一
）
に
入
学
し
、

駒
場
に
通
い
始
め
た
の
は
、
一
九
五
一
年
四

月
、
半
世
紀
以
上
昔
の
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
肩
幅
が
広
く
、
東
大
生
と
し
て
は

体
格
が
良
か
っ
た
た
め
、
正
門
前
に
陣
取
っ

た
ラ
グ
ビ
ー
部
の
人
達
か
ら
熱
心
な
勧
誘
を

受
け
た
。
部
室
に
拉
致
さ
れ
か
け
た
が
、
と

に
か
く
勉
強
す
る
た
め
に
東
大
に
入
っ
た
の

だ
か
ら
と
、
や
っ
と
の
思
い
で
逃
げ
出
し
た

の
を
覚
え
て
い
る
。

入
学
後
の
第
二
外
国
語
履
修
に
つ
い
て
は
、

何
と
な
く
フ
ラ
ン
ス
語
と
書
き
込
ん
で
い
た

た
め
、
ク
ラ
ス
配
置
は
、
仏
語
未
修
の
三
ク

ラ
ス
の
一
つ
、
十
三
Ｄ
組
に
配
置
さ
れ
た
。

今
に
至
る
も
続
い
て
い
る
ト
レ
ー
ズ
会
（
フ

ラ
ン
ス
語
の
十
三
か
ら
命
名
）
と
の
お
つ
き

合
い
の
始
ま
り
で
あ
る
。
六
十
人
近
い
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
都
内
の
公
立
高
校
卒
業
生
が
圧

倒
的
に
多
く
、
北
海
道
出
身
者
は
私
一
人
、

そ
れ
も
さ
い
果
て
の
稚
内
と
い
う
こ
と
で
珍

し
が
ら
れ
た
。

当
初
は
寮
に
入
る
こ
と
は
全
く
考
え
て
お

ら
ず
、
さ
り
と
て
下
宿
す
る
だ
け
の
経
済
的

な
余
裕
は
な
く
、
千
葉
県
東
金
市
の
在
に
あ

る
母
方
の
実
家
か
ら
列
車
と
電
車
を
乗
り
継

い
で
片
道
三
時
間
近
く
を
か
け
て
駒
場
ま
で

通
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
無
理
を
重
ね
る
う

ち
、
い
く
ら
若
く
と
も
こ
れ
で
は
身
体
が
持

た
な
い
と
思
い
は
じ
め
、
三
鷹
寮
に
在
寮
し
、

後
期
の
委
員
長
に
選
任
さ
れ
て
い
た
同
級
の

吉
原
泰
助
君
（
元
福
島
大
学
学
長
）
の
勧
め

も
あ
り
、
三
鷹
寮
に
入
っ
た
。

す
で
に
小
学
校
の
頃
か
ら
麻
雀
を
習
い
覚

え
て
い
た
私
は
、
い
つ
の
間
に
か
レ
ギ
ュ

ラ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
定
着
し
た
。
麻
雀
以

外
で
も
寮
の
仲
間
達
と
の
生
活
は
実
に
面
白

く
、
少
し
で
も
楽
に
通
学
し
た
い
と
い
う
当

初
の
願
い
は
ど
こ
へ
や
ら
、
ほ
と
ん
ど
学
校

に
出
な
い
寮
人
間
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
五
二
年
度
後
期
寮
委
員
長
に
再
び
吉

原
君
が
就
任
し
、
私
が
副
委
員
長
と
し
て
手

伝
う
こ
と
と
な
っ
た
。
委
員
会
に
入
っ
て
み

る
と
、
結
構
世
話
役
が
性
に
合
っ
て
い
た
と

見
え
、
初
め
て
寮
祭
を
企
画
実
行
し
た
り
、

売
店
を
開
設
し
、
深
夜
ま
で
営
業
す
る
な
ど
、

骨
身
を
惜
し
ま
ず
働
い
た
。
寮
に
矢
内
原
総

長
を
お
迎
え
し
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
る
。

そ
う
し
た
経
緯
で
三
鷹
寮
に
在
寮
し
た
一

年
半
は
、
全
く
と
い
っ
て
も
よ
い
程
学
校
に

ご
無
沙
汰
し
、
教
養
学
部
を
修
了
す
る
に
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
か
し
出

席
が
条
件
の
体
育
の
単
位
取
得
に
関
し
て
は
、

学
生
部
長
の
早
野
雅
三
先
生
の
お
口
添
え
も

あ
り
、
一
年
目
の
前
半
の
皆
勤
を
基
礎
に
、

平
均
し
て
何
と
か
セ
ー
フ
に
し
て
い
た
だ
い

た
。
外
国
語
の
試
験
の
準
備
な
ど
に
つ
い
て

は
、
ト
レ
ー
ズ
の
仲
間
に
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
賜
っ
た
。
法
学
部
に
進
む
こ
と
の
出
来

た
の
も
、
全
く
こ
う
し
た
皆
様
方
の
お
か
げ

と
、
今
で
も
感
謝
し
て
い
る
。

三
鷹
寮
と
の
縁
は
、
大
学
卒
業
後
も
続
い

た
。
開
寮
十
年
の
一
九
六
〇
年
頃
、
寮
の
同

窓
組
織
（
寮
友
会
）
を
結
成
し
よ
う
と
い
う

動
き
が
出
て
、
寮
に
時
々
顔
を
出
し
て
い
た

手
近
な
先
輩
の
私
が
会
長
に
担
ぎ
出
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
と
は
言
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
活

動
ら
し
い
活
動
も
な
く
、
休
眠
状
態
が
続
い
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た
。
一
九
九
三
年
五
月
に
新
し
い
学
生
宿
舎

が
建
設
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
自
治
寮
と
し
て

の
三
鷹
寮
は
廃
寮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
を
機
に
、
寮
友
会
も
「
三
鷹
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
名
称
で
再
出
発
す
る
こ
と
に
し
た
。

旧
三
鷹
寮
の
み
な
ら
ず
、
留
学
生
を
含
め
た

新
宿
舎
在
住
経
験
者
に
つ
い
て
も
先
々
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め

て
の
改
組
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
組
織
と
し

て
の
体
裁
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
何
と

か
精
度
の
高
い
寮
友
名
簿
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
一
万
円
の
入
会
金
で
会
員
（
そ
の
後

は
年
会
費
を
徴
収
せ
ず
、終
身
会
員
と
な
る
）

を
募
っ
た
。
現
在
千
人
を
若
干
上
回
る
会
員

が
在
籍
し
、
各
方
面
で
活
躍
し
て
い
る
寮
友

を
講
師
と
し
て
招
き
、
年
五
〜
六
回
の
定
例

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
世
代
の
異
な
る
メ
ン

バ
ー
が
集
う
組
織
と
し
て
、
か
な
り
活
発
に

動
い
て
い
る
。

一
方
、
駒
場
で
二
年
間
を
共
に
過
ご
し
た

ト
レ
ー
ズ
の
仲
間
は
、
実
に
結
束
が
固
く
、

組
織
の
ま
と
め
役
と
し
て
極
め
て
熱
心
な
小

川
君
（
元
会
計
検
査
院
第
三
局
長
）
の
差
配

の
下
、
年
一
回
六
月
十
三
日
（
昭
和
二
六
年

の
「
六
」
と
「
十
三
」
に
因
ん
だ
も
の
）
前

後
に
定
例
の
会
合
を
開
催
し
て
い
る
。
と
く

に
同
級
の
小
和
田
恒
君
の
お
嬢
様
が
皇
室
に

嫁
が
れ
て
以
降
は
、
夫
婦
同
伴
が
原
則
と
な

り
、
一
段
と
賑
や
か
な
会
と
な
っ
て
今
日
に

至
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
同
窓
組
織
に

参
加
し
、
そ
し
て
お
世
話
出
来
る
の
は
、
健

康
そ
の
他
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

り
、
両
組
織
に
濃
厚
に
か
か
わ
り
続
け
て
い

る
自
分
自
身
の
幸
せ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て

い
る
。

（
二
六
文
Ｉ
十
三
Ｄ　

法
学
部
第
二
類
卒　

東
大
三
鷹
ク
ラ
ブ
代
表
世
話
人
）

会
員
・
会
友
限
定
チ
ケ
ッ
ト
割
引

ジ
ャ
ズ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
両
分
野
で
活
躍

す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
作
曲
家
フ
レ
ッ
ド
・

ハ
ー
シ
ュ
氏
が
九
月
に
初
来
日
し
ま
す
。
駒

場
友
の
会
の
会
員
・
会
友
は
、
カ
ザ
ル
ス

ホ
ー
ル
で
の
演
奏
会
（
九
月
二
八
日
（
金
）

十
九
時
）
に
特
別
優
待
が
受
け
ら
れ
、
Ｓ
席

八
千
円
が
四
千
円
に
、
Ａ
席
六
千
円
が
三
千

円
に
な
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
同
封
の

郵
便
振
替
用
紙
に
、
氏
名
、
住
所
（
チ
ケ
ッ

ト
送
付
先
）、
電
話
番
号
、
駒
場
友
の
会
会

員
証
番
号
、
チ
ケ
ッ
ト
の
種
別
（
Ｓ
ま
た
は

Ａ
）
と
枚
数
、
合
計
金
額
を
ご
記
入
の
う
え
、

九
月
二
一
日（
金
）ま
で
に
お
振
込
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
ク
ラ
ブ 

フ
ォ
リ
ア

中
村
葉
子  

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
９
０
─

８
５
２
９
─

６
４
５
３

平成 18年度駒場友の会収支決算書
収入の部 単位：円

予算 決算
会費収入 4,600,000 4,609,000

通常会員会費 2,000,000 1,823,000
会友会費 1,000,000 1,586,000
終身会費 1,600,000 1,200,000

寄附収入 500,000 500,610
雑収入 50,000 1,306

預金利息 0 306
その他 50,000 1,000

小　　　　　　　　　計 5,150,000 5,110,916
前　年　度　繰　越　金 6,296,950 6,296,950
合　　　　　　　　　計 11,446,950 11,407,866

支出の部 単位：円
予算 決算

印刷費 600,000 317,318
会報・案内等の印刷費 400,000 168,210
封筒・便箋の印刷 200,000 149,108

通信費 700,000 545,884
郵送費 664,000 511,451
電話使用料 36,000 34,433

事務経費 400,000 344,653
事務用品費 180,000 20,267
コピー機使用料等 70,000 184,918
インターネット接続料 50,000 44,104
会費振込料金負担分 100,000 95,364

人件費
900,000

591,429
事務局スタッフ 549,429
臨時 42,000

運営費 800,000 831,216
事務室借料 235,800 235,800
光熱水料 60,000 43,629
会員証作成費 350,000 509,752
その他 154,200 42,035

事業費

800,000

1,248,333
6.10	 父母との懇談会 200,849
11.1	 チェロ演奏会 196,919
11.11	 ホームカミングデイ 372,340
その他 478,225

予備費 200,000 0
小　　　　　　　　　計 4,400,000 3,878,833
次　年　度　繰　越　金 7,046,950 7,529,033
合　　　　　　　　　計 11,446,950 11,407,866

平成 19年度駒場友の会予算案
収入の部 単位：円

予算
会費収入 5,600,000

通常会員会費 2,000,000
会友会費 2,000,000
終身会費 1,600,000

寄附収入 500,000 
雑収入 12,000

預金利息 10,000
その他 2,000

小　　　　　　　　　計 6,112,000
前　年　度　繰　越　金 7,529,033
合　　　　　　　　　計 13,641,033

支出の部 単位：円
予算

印刷費 450,000
会報・案内等の印刷費 250,000
封筒・便箋等の印刷費 200,000

通信費 836,000
郵送費 800,000
電話使用料 36,000

事務経費 495,000
事務用品費 100,000
コピー機使用料等 220,000
インターネット接続料 45,000
会費振込料金負担分 130,000

人件費 1,080,000
事務局スタッフ 1,000,000
臨時 80,000

運営費 1,285,800
事務室借料 235,800
光熱水料 50,000
会員証作成費 850,000
その他 150,000

事業費 1,700,000
予備費 265,200

小　　　　　　　　　計 6,112,000
次　年　度　繰　越　金 7,529,033
合　　　　　　　　　計 13,641,033
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駒場ファカルティハウス内
電　話	 03-3467-3536
ＦＡＸ	 03-3465-3334
郵便振替口座
00170-3-481649
メールアドレス

info-tomo@adm.c.u-tokyo.
ac.jp

ホームページアドレス
http://�www.c.u-tokyo.ac.jp/

ilovekomaba/

爽やかな風に包まれてゆったりと
くつろぐことのできる

フランス料理
ルヴェ ソン ヴェール 駒場

駒場友の会会員・会友の皆様がお食事の際に
注文なさったコーヒーは、支払いの際に会員
会友証を提示下さいますと無料となります。
営業時間　11 : 00 ～ 14 : 30、17 : 00 ～ 21 : 00

Tel: 03-5790-5931 / Fax: 03-5790-1902

駒場ファカルティハウス内


